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概要版

芦屋港活性化基本計画 第１回変更計画書



計画書の目的 <芦屋港活性化基本計画とは>

１
物流港として十分に活用され
ていない「芦屋港」を活用

２
芦屋町の’海’を活かした観光
まちづくり、地方創生の推進

➣芦屋港は物流港として広大な敷地がありますが、県内9つ
の港湾のうち取扱貨物量は0.07％（平成29年実績）、物
流機能として常時使用されている面積割合は約13％です。

➣芦屋港には広大な緑地帯が整備されており、未利用地
と併せ観光レジャー機能としての活用が期待できます。

➣芦屋港による芦屋町への経済効果が生じていません
（遠賀漁業協同組合芦屋支所を除く）。

➣隣接する芦屋海浜公園との一体的な空間形成により、海を
活かした観光まちづくり・地方創生を推進する芦屋町にと
って、拠点としての効果が期待できます。

➣遠賀川河口に隣接した立地から、様々なレジャー用途のポ
テンシャルがあります（海釣りや福岡県が推進するサイク
ル福岡の広域的なりサイクリング拠点など）。

芦屋町の活性化のために
芦屋港を有効に活用する

芦屋港の活性化（レジャー港化）
の方向性を示したもの

➣この計画は芦屋港の将来像のあり方を示したもので、実
現にむけては港湾を管理している福岡県と協議を行いな
がら推進するものです。

➣社会経済環境の変化などに対応するため、必要に応じて
見直していきます。

物流港から、観光レジャー要素をもった港に

計画にあたって －基本方針－

➣活用できるところから整備を行う段階的な整備とします。
➣施設整備にあたっては空間の有効活用に配慮し、社会経済
環境の変化に柔軟に対応しながら将来像を目指します。

❶ 段階的整備 ➌ 事業主体

➋ 整備範囲
➣遠賀漁業協同組合芦屋支所が使用しているエリアを除いた
範囲とします。

➍ 計画期間

➣港湾管理者の福岡県と芦屋町が協力して実施します。
なお整備する施設によって実施主体は異なります。

➣民間活力の活用を積極的に導入します。

➣2019年度から2028年度（10年間）
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めざす将来像 －ゾーニング－

➣ 福岡県からのレイアウト変更提案（令和元年7月）を踏まえ変更しました。
➣ 各機能を集約している点がポイントです。
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めざす将来像 －施設配置計画－

➣ ゾーニングをもとに、ボートパークの場所変更に合わせ見直しています。
➣ 施設の位置は今後の詳細検討により変更となる場合があります。
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めざす将来像 －イメージパース－

➣ 北側からみた鳥瞰イメージパース図です。
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歩行者動線

車両動線

[凡例]

漁港ゾーン

1号上屋

波除堤（新設）

めざす将来像 －導入する機能と施設－

■ボートパーク

車両動線

歩行者動線

➣ 静穏度を確保するため波除堤を新設
（延長170ｍ、幅員6ｍ）

➣ 係留は水上のみとし、隻数は170隻。
➣ 専用の浮桟橋を設置。
➣ 水域の水深は-4.5ｍ。
➣ ビジターパースを3バース設置。
➣ メンテナンスは町内事業者等と連携により対応。
➣ 利用料金は周辺施設と同等。
➣ 稼働率79％以上とする。
➣ 管理棟はオーナー専用施設のほか、海釣施設や一

般来訪者に対するサービス提供、海洋思想普及な
ど多目的に利用できる施設として設置。
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めざす将来像 －導入する機能と施設－

■海釣施設

➣ 海釣機能として３箇所の施設開放に向け同時に推進。

①ボートパーク整備により新設される波除堤上に整備
（当初の東防波堤からの位置変更）

②遠賀川沿い導流堤の整備にむけ関係機関との協議調整
③北防波堤の活用にむけ調査検討及び関係機関との協議調整
（今回の変更にて新たに追加）

➣ 施設整備概要（設備等の整備など）は下の図のとおり。
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めざす将来像 －導入する機能と施設－

■複合施設・海辺のプロムナード

➣ 既存の上屋をリノベーションし、飲食や物販、観光
オペレーションなどの機能を含んだ複合施設。

➣ 民間活力の導入を目指す。
➣ 岸壁の一部は水辺空間の魅力を高め、散策や憩いの

空間とする。
➣ 施設規模は約1,800㎡。

■全天候型施設・広場

➣ 観光集客の機能として、特に冬季の集客力向上に繋
がり、天候に影響されずにイベントなどが実施でき
る全天候型施設。

➣ 活用方法のひとつとして、芦屋町のキラーコンテン
ツである砂像の屋内展示を想定。ただし活用方法は
今後詳細に調査していく。

➣ 施設規模は約2,000㎡を想定。

■サイクルステーション・アウトドア体験・ビーチスポーツ

➣ 相乗効果を発揮する機能として、芦屋港の立地を活かしたアクティビティを導入。
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整備年次計画

➣ 段階的整備の工程を３期
から２期に変更。

➣ 社会経済環境の変化など
の要因に柔軟に対応し、
適宜見直していく。

今後の検討課題

➣ 港湾計画の改訂（変更）
➣ 管理運営方法の詳細調査検討、運営主体の形成
➣ 町民の機運醸成、担い手（人材）育成
➣ 芦屋町の観光施策と一体となった事業の推進
➣ ボートパークや海釣施設整備にむけた遠賀漁業協同組合芦屋支所との協議調整

8




